
総合戦略ってそもそも？ 　

農家さんが廃棄したり、スー
パーで売れ残った野菜で野菜
のサブスクができないかな？

QuestionQuestion

　計画だったり、戦略だったり…行政が発表するこれらの違いはな
かなかわかりにくいもの…。令和２年３月に策定された第２期益城
町まち・ひと・しごと創生総合戦略には、総合戦略について何と書
いてあるのでしょうか。
　『総合戦略は、益城町人口ビジョンに掲げた将来人口を維持し、
また総合計画との整合性を図りつつ、益城町の実情や特性を考慮し
独自性を活かした「地方創生」を推進するために、特に若者の流出
防止と流入促進、若い世代が結婚・出産・子育てをできる環境づく
り、若い世代を支える高齢者も含めて多世代が活躍できる持続可能
な地域づくりに特化した計画として位置づけます』（総合戦略４Ｐ）
　つまり総合戦略は、人口減少社会に突入するなか、益城町人口ビ
ジョンの将来人口（36,000 人）を維持することを目的として、町
が行う全ての計画・事業のベース＝第６次益城町総合計画から出た
具体的な計画のうち、この目的に特化してパッケージングした作戦
のことなのです。
　この作戦を通して目指すのは、若い世代や子育て世代が「ちょっ
とよくばりな暮らし」を実現できる町。
　この実現のためにこれからの 10 年後、20 年後の益城町を担っ
ていくであろう若い世代にも自分の身近な問題として認識してもら
い、子ども版総合戦略「総合戦略　Next generation's」を策定す
るため、９月～ 11 月にわたり、ワークショップを行いました。

この部分が 総合戦略！
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　熊本地震直後から益城町の
復興やまちづくりに携わって
きた中村哲さん。
　勤めていた東京の会社を辞
め、益城町に「合同会社じもと
ビークル研究所」を設立。

大きく変わりつつある益城町
をわくわくする町にする

べく、日夜、東奔西走
しています。

将来人口
36,000 人達成に
向け取り組むこと
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